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一
、
は
じ
め
に

真
言
宗
智
山
派
は
新
義
真
言
宗
（
以
下
、
新
義
派
）
の
系
統
に
属
し
て
い
る
。
新
義
派
の
教
学
、
す
な
わ
ち
「
新
義
教
学
」
と
は
ど
の

よ
う
な
教
学
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か

（
１
）

。
仮
に
新
義
教
学
を
定
義
づ
け
れ
ば
、「
頼
瑜
に
よ
っ
て
端
を
起
し
、
頼
瑜
の
打
ち
立
て
た
加
持
身

説
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
根
来
寺
を
中
心
に
活
躍
し
た
学
僧
た
ち
の
教
学
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
流
れ
の

中
で
、
智
積
院
を
中
心
に
し
た
も
の
が
「
智
山
教
学
」、
長
谷
寺
を
中
心
と
し
た
も
の
が
「
豊
山
教
学
」
と
も
い
え
る
。

さ
て
、
新
義
派
の
教
学
研
鑚
は
論
義
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
。
新
義
（
智
山
）
教
学
に
お
け
る
論
義
の
系
譜
は
、
頼
瑜
の
『
愚
草
』

→
聖
憲
の
『
第
三
重
』
→
運
敞
の
『
第
二
重
』『
啓
蒙
』『
談
義
』
と
流
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
新
義
派
（
智
山
派
）
を
代
表
す
る
学
僧
を

挙
げ
れ
ば
、
頼
瑜
、
聖
憲
、
運
敞
と
な
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
教
義
内
容
を
み
て
み
る
と
、
解
釈
す
べ
て
が
一
致
し
て
い
る
と

は
限
ら
な
い
。
彼
ら
の
解
釈
の
相
違
や
展
開
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
研
究
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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元
山
公
寿
【
二
〇
〇
八
】

新
義
教
学
と
い
っ
た
と
き
、
そ
の
根
底
に
は
、
頼
瑜
に
よ
っ
て
打
ち
立
て
ら
れ
た
加
持
身
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

新
義
教
学
が
そ
の
ま
ま
頼
瑜
の
教
学
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
頼
瑜
以
降
の
新
義
の
流
れ
に
属
し
た
聖
憲
を
は
じ
め
と
し
た

多
く
の
学
僧
た
ち
の
解
釈
や
思
想
も
新
義
教
学
の
範
疇
に
入
る
。
そ
う
し
た
中
に
は
、
聖
憲
が
『
大
疏
第
三
重
』
の
算
題
の
中
で
、
頼

瑜
の
『
大
疏
愚
草
』
と
は
異
な
っ
た
立
場
を
取
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
、頼
瑜
と
は
立
場
を
異
に
す
る
解
釈
も
な
さ
れ
て
い
る
。

元
山
公
寿
【
二
〇
〇
八
】

智
山
の
近
代
師
と
呼
ば
れ
る
運
敞
は
、『
大
疏
第
三
重
啓
蒙
』
を
著
し
、
そ
の
中
で
、
多
く
の
算
題
に
つ
い
て
、
聖
憲
の
『
大
疏
第
三

重
』
の
内
容
を
改
変
し
て
い
る
。（
中
略
）
智
山
の
教
学
は
、
こ
の
『
大
疏
啓
蒙
』
の
撰
述
に
よ
っ
て
、
新
義
の
流
れ
に
属
し
な
が
ら
、

そ
れ
と
も
異
な
る
立
脚
点
が
あ
る
。

小
林
靖
典
【
二
〇
一
七
】

新
義
教
学
の
三
学
匠
、
頼
瑜
、
聖
憲
、
運
敞
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
概
観
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
見
え
て
き
た
の
は
、
新
義
真

言
の
根
幹
、
伝
統
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
、
頼
瑜
の
提
唱
し
た
加
持
身
説
に
対
し
、
聖
憲
や
運
敞
は
た
だ
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
後

世
へ
と
伝
え
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
さ
ら
に
深
く
理
解
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
先
学
の
成
果
を
基
に
し
て
、

さ
ら
に
新
た
な
解
釈
を
構
築
し
て
い
こ
う
と
す
る
教
学
、
教
相
に
対
す
る
真
摯
な
営
み
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
三
者
（
頼
瑜
・
聖
憲
・
運
敞
）
の
教
学
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
き
に
改
変
し
、
と
き
に
思
想

を
深
め
な
が
ら
、
新
義
（
智
山
）
教
学
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
展
開
さ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
、
本
論
の
テ
ー
マ
で
あ
る
《
三
密
具
闕

（
２
）

》
も
三
者
の
間
で
意
見
が
割
れ
て
い
る
。《
三
密
具
闕
》
と
は
、「
真
言
行
者
は
三
密
行

二
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す
べ
て
を
修
し
て
成
仏
す
る
の
か
、一
密
二
密
行
だ
け
で
も
成
仏
で
き
る
の
か
」
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、頼
瑜
は
「
三

密
双
修
」
を
主
張
し
、
聖
憲
と
運
敞
は
「
一
密
二
密
」
を
主
張
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
問
題
は
、
智
山
と
豊
山
の
間
で
も
見
解
が
相
違
す
る
。

『
大
疏
第
二
重
（
古
板
・
新
版
）』
の
う
ち
、
運
敞
の
新
版
に
基
づ
く
智
山
は
「
一
密
二
密
」、
玄
誉
の
古
板
に
基
づ
く
豊
山
は
「
三
密
双
修
」

の
立
場
を
取
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
本
稿
で
は
、
智
山
の
視
点
か
ら
、
頼
瑜
と
聖
憲
（
運
敞
）
の
言
及
を
中
心
に
少
し
く
考
察
し
て
み
た
い

（
３
）

。

二
、
問
題
の
所
在
（
先
行
研
究

（
４
）

の
ま
と
め
）

《
三
密
具
闕

（
５
）

》
の
問
題
の
所
在
は
、『
大
日
経
疏
』
の
「
入
真
言
門
に
略
し
て
三
事
あ
り
。
一
に
身
密
門
、
二
に
語
密
門
、
三
に
心
密
門

な
り

（
６
）

」
と
い
う
文
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
真
言
門
に
入
る
に
は
三
密
行
す
べ
て
を
要
す
る
の
か
否
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
問
題
の
背
景
に
は
空
海
・
覚
鑁
の
両
祖
師
の
三
密
（
行
）
論
が
あ
る
。

真
言
宗
を
代
表
す
る
思
想
の
一
つ
に
即
身
成
仏
が
あ
る
。
そ
し
て
、
真
言
行
者
が
即
身
成
仏
す
る
た
め
に
は
三
密
行
が
求
め
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
真
言
宗
に
お
け
る
「
修
行
か
ら
成
仏
へ
」
と
い
う
道
程
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
は
、「
三
密
行
に
よ
る
即
身
成
仏
」
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、空
海
以
降
、真
言
学
僧
た
ち
は
、こ
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
対
し
て
様
々
な
解
釈
を
な
し
て
き
た
。
そ
の
第
一
歩
と
な
っ

た
の
が
覚
鑁
で
あ
る
。
覚
鑁
は
そ
れ
ま
で
真
言
宗
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
「
三
密
行
に
よ
る
即
身
成
仏
」
に
対
し
、「
一
密
二
密

行
に
よ
る
即
身
成
仏
」
を
説
い
た

（
７
）

。

そ
こ
で
ま
ず
、
空
海
と
覚
鑁
、
そ
し
て
東
密
諸
師
に
お
け
る
「
三
密
具
闕
」
に
関
す
る
言
及
を
確
認
し
て
い
く
。

三
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（
一
）
空
海
の
見
解

空
海
は
『
即
身
成
仏
義
』
に
お
い
て
、

三
密
加
持
速
疾
顕
と
は
謂
わ
く
、
三
密
と
は
一
に
は
身
密
、
二
に
は
語
密
、
三
に
は
心
密
な
り
。
法
仏
の
三
密
は
甚
深
微
細
に
し
て

等
覚
十
地
も
見
聞
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
故
に
密
と
曰
う
。
一
一
の
尊
、
等
し
く
刹
塵
の
三
密
を
具
し
て
、
相
互
加
入
し
彼
此
摂
持
せ

り
。
衆
生
の
三
密
も
亦
復
た
是
の
如
し
。
故
に
三
密
加
持
と
名
づ
く
。
若
し
真
言
行
人
あ
り
て
此
の
義
を
観
察
し
、
手
に
印
契
を
作

し
、口
に
真
言
を
誦
し
、心
三
摩
地
に
住
す
れ
ば
、三
密
相
応
し
て
加
持
す
る
が
故
に
、早
く
大
悉
地
を
得
（『
弘
全
』
一
、五
一
三
頁
）

と
述
べ
、
さ
ら
に
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
で
は
、

凡
そ
瑜
伽
観
行
を
修
習
す
る
人
は
、ま
さ
に
須
ら
く
具
さ
に
三
密
の
行
を
修
し
て
五
相
成
身
の
義
を
証
悟
す
べ
き
な
り
（『
弘
全
』
一
、

四
六
九
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。「
具
さ
に
三
密
の
行
を
修
す
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
空
海
の
立
場
は
三
密
双
修
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
覚
鑁
の
見
解

覚
鑁
は
『
真
言
宗
即
身
義
章
』
の
中
で
、

三
密
加
持
速
疾
顕
と
は
、
問
う
、
三
密
と
は
何
ぞ
。

答
う
、
一
に
は
身
密
、
二
に
は
語
密
、
三
に
は
心
密
な
り
。

問
う
、
何
が
故
に
、
是
の
三
業
を
密
と
云
う
や
。

答
う
、
法
仏
の
三
密
は
甚
深
微
細
に
し
て
等
覚
十
地
も
見
聞
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
故
に
密
と
云
う
。

問
う
、
加
持
と
は
何
を
か
云
う
や
。

答
う
、
一
々
の
尊
等
し
く
刹
塵
の
三
密
を
具
し
て
、
互
相
加
入
し
彼
此
摂
持
せ
り
。
衆
生
の
三
密
も
復
た
是
の
如
し
。
故
に
三
密
加

持
と
名
づ
く
。

四
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問
う
、
仏
の
三
密
と
衆
生
の
三
密
と
相
互
に
渉
入
す
る
こ
と
、
如
何
。

答
う
、
吾
遍
法
界
の
身
な
れ
ば
、
諸
仏
も
亦
た
遍
法
界
の
身
な
り
。
我
が
身
を
以
て
諸
仏
の
身
に
入
れ
ば
、
吾
諸
仏
に
帰
命
す
。
諸

仏
の
身
を
以
て
吾
が
身
に
入
る
れ
ば
、
諸
仏
吾
を
摂
護
し
た
ま
う
。
吾
口
業
を
以
て
諸
仏
の
口
業
に
入
る
れ
ば
、
吾
口
業
を
以
て
実

の
如
く
諸
仏
の
功
徳
を
讃
歎
す
。
諸
仏
の
口
業
を
以
て
我
が
口
業
に
入
る
れ
ば
、
諸
仏
説
法
教
授
し
て
我
を
加
持
し
た
ま
う
。
我
が

意
業
実
相
の
理
を
以
て
諸
仏
の
意
業
実
相
の
理
に
入
る
れ
ば
、
吾
諸
仏
の
心
及
び
吾
が
自
心
を
知
る
。
諸
仏
の
意
業
実
相
の
理
を
以

て
吾
が
意
業
実
相
の
理
に
入
る
れ
ば
、
諸
仏
観
照
の
門
を
以
て
我
を
開
示
し
た
ま
う
。
是
れ
三
密
の
入
我
我
入
な
り
（『
興
全
』
上
、

二
六
九
～
二
七
〇
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
切
諸
仏
も
一
切
衆
生
も
等
し
く
三
密
を
具
え
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
と
行
者
の
三
密
は
入
我
我
入

で
き
、あ
ら
ゆ
る
存
在
も
互
い
に
渉
入
し
合
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、覚
鑁
は
三
密
思
想
を
基
本
と
し
て
、す
べ
て
の
衆
生
が

0

0

0

0

0

0

0

三
密
行
に
よ
っ

て
即
身
成
仏
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
衆
生
の
機
根
の
差
別
を
理
由
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一
密
二
密
行
に
よ
る
即
身
成
仏
も
説

い
て
い
る

（
８
）

。

そ
れ
は
、『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
に
み
ら
れ
、

第
八
即
身
成
仏
行
異
門
と
は
、
凡
そ
即
身
に
大
覚
位
処
を
証
得
す
る
の
行
、
別
に
略
し
て
四
種
あ
り
。
所
謂
る
深
智
相
応
印
明
行
、

事
観
相
応
結
誦
行
、
唯
信
作
印
誦
明
行
、
随
於
一
密
至
功
行
な
り
。

1
第
一
の
行
は
、
内
証
甚
深
の
智
慧
、
皆
悉
く
相
応
具
足
し
て
、
能
く
印
明
行
を
修
行
し
て
、
即
身
成
仏
す
る
が
故
に
。

2
第
二
の
行
は
、
深
智
の
観
慧
な
し
と
雖
も
、
慇
懃
に
手
に
印
を
結
び
、
口
に
明
を
誦
し
て
、
字
印
行
の
三
種
の
中
に
於
い
て
、
一
事

を
観
修
し
て
即
身
成
仏
す
る
が
故
に
。

3
第
三
の
行
は
、
如
上
の
二
種
の
智
観
な
し
と
雖
も
、
唯
だ
深
く
信
解
し
て
印
を
結
び
、
明
を
誦
し
て
、
自
然
に
頓
に
成
仏
す
べ
き
が

故
に
。

4
第
四
の
行
は
、
設
ひ
余
の
二
行
及
び
広
智
無
け
れ
ど
も
、
唯
だ
一
義
を
観
じ
、
一
法
を
解
し
て
、
至
心
修
行
の
故
に
、
即
身
成
仏
す

五
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る
が
故
に
。
設
ひ
亦
た
、
一
法
の
智
慧
及
び
余
の
二
行
無
け
れ
ど
も
、
唯
だ
信
を
以
て
門
と
し
、
一
字
形
を
観
じ
て
成
仏
し
、
一
印

形
の
三
摩
耶
形
を
観
じ
て
成
仏
し
、
一
尊
形
相
の
一
相
を
観
じ
て
成
仏
し
、
及
び
余
行
無
け
れ
ど
も
、
唯
だ
一
明
一
字
を
誦
し
て
成

仏
し
、
並
び
に
印
契
を
結
び
、
亦
た
余
の
密
行
無
け
れ
ど
も
、
唯
だ
相
応
す
れ
ば
必
定
し
て
即
身
成
仏
す
る
が
故
に
、
総
じ
て
爾
か

云
う
な
り
（『
興
全
』
下
、
一
一
七
三
～
一
一
七
四
頁　

※
1
等
は
筆
者
の
加
筆
）

と
、
1
・
2
は
三
密
双
修
、
3
は
身
密
と
口
密
の
二
密
成
仏
、
4
は
身
口
意
い
ず
れ
か
の
一
密
成
仏
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
に
、
覚
鑁
の

一
密
二
密
行
に
よ
る
即
身
成
仏
を
認
め
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
但
し
こ
の
直
後
に
は
、

問
う
、
正
成
仏
の
一
刹
那
の
時
、
三
密
相
応
し
て
成
仏
す
と
為
さ
ん
や
、
将
た
如
何
。

答
う
、
正
成
仏
の
時
は
必
定
し
て
三
密
相
応
し
て
即
身
成
仏
す
る
な
り
。

問
う
て
曰
く
、
若
し
三
密
相
応
し
て
即
身
成
仏
す
と
言
わ
ば
、
将
た
如
何
。

答
う
、
彼
の
二
行
一
行
等
に
依
り
て
成
仏
す
と
は
是
れ
正
成
仏
の
時
に
非
ず
。
亦
た
余
の
二
行
を
修
す
る
不
思
議
加
持
力
に
由
る
が

故
に
、
忽
ち
に
余
の
二
密
等
を
出
生
し
て
三
密
具
足
し
て
即
身
成
仏
す
る
な
り
（『
興
全
』
下
、
一
一
七
四
頁
）

と
も
述
べ
ら
れ
、
正
成
仏
時

（
９
）

に
は
三
密
相
応
す
る
こ
と
が
必
定
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
一
密
二
密
行
も
不
思
議
加
持
力
に
よ
っ
て
他
の
一

密
二
密
が
付
随
さ
れ
、
結
果
的
に
は
三
密
具
足
し
て
即
身
成
仏
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
を
み
る
と
、
覚
鑁
の
本
意
が
、
真
言
宗
の
成
仏
は
必
ず
三
密
行
を
要
す
と
み
る
の
か
、
一
密
二
密
で
も
可
能
と
み
る
の

か
、
釈
然
と
し
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
覚
鑁
の
一
密
二
密
成
仏
へ
の
言
及
は
、
後
世
の
真
言
学
僧
が
《
三
密
具
闕
》
の
議
論
を
生
み
出
す
基
点
と
な
り
、
古

来
よ
り
現
今
に
至
る
ま
で
真
言
学
僧
の
中
で
も
様
々
な
立
場
の
相
違
が
み
ら
れ
る（

（1
（

。

（
三
）
東
密
諸
師
の
見
解

「
三
密
具
闕
」
に
関
す
る
中
世
期
の
主
な
真
言
学
僧
の
見
解
を
榊
【
一
九
九
五
】・
北
川
【
二
〇
〇
九
】
を
頼
り
に
ま
と
め
る
と
、
以
下

六
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七

の
よ
う
に
な
る
。

　・
道
範
（
一
一
七
八
～
一
二
五
二
）
…
…
三
密
双
修
（『
大
疏
遍
明
鈔
』）

・
頼
瑜
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
…
…
三
密
双
修
（『
大
疏
愚
草
』）

・
聖
憲
（
一
三
〇
七
～
一
三
九
二
）
…
…
一
密
二
密
（『
大
疏
第
三
重
』）

・
宥
快
（
一
三
四
五
～
一
四
一
六
）
…
…
三
密
双
修
（『
宗
義
決
択
集
』）

・
印
融
（
一
四
三
五
～
一
五
一
九
）
…
…
三
密
双
修
（『
古
筆
拾
集
抄
』）

・
玄
誉
（
～
一
五
三
二
～
）
…
…
…
…
…
三
密
双
修
（
古
板
『
大
疏
第
二
重
』）

・
運
敞
（
一
六
一
四
～
一
六
九
三
）
…
…
一
密
二
密
（
新
版
『
大
疏
第
二
重（

（1
（

』）

こ
れ
を
見
る
と
、
聖
憲
と
運
敞
の
み
が
一
密
二
密
を
主
張
し
て
い
る
。
古
義
は
三
密
双
修
で
一
致
す
る
も
の
の
、
新
義
は
、
三
密
双
修

を
述
べ
る
頼
瑜
に
対
し
、
聖
憲
は
一
密
二
密
の
立
場
を
取
る
。
さ
ら
に
、
聖
憲
の
一
密
二
密
を
受
け
継
ぐ
智
山
の
運
敞
に
対
し
、
豊
山
の

玄
誉
は
三
密
双
修
の
立
場
に
あ
る（

（1
（

。

こ
れ
を
智
山
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
な
ぜ
頼
瑜
と
聖
憲
・
運
敞
で
意
見
が
分
か
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
な
ぜ
智
山
だ
け
が
一
密
二
密
の

立
場
を
も
っ
て
論
義
を
す
る
の
か
気
に
な
っ
て
く
る
。

そ
こ
で
次
に
、
頼
瑜
と
聖
憲
を
中
心
に
、《
三
密
具
闕
》
に
関
す
る
言
及
を
検
討
し
て
い
く
。
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三
、
頼
瑜
の
見
解

頼
瑜
の
『
大
疏
愚
草
』
に
は
《
真
言
行
者
三
密
具
闕
事
》
な
る
算
題
が
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
頼
瑜
は
三
密
双
修
の
立
場
を
取
る
が
、

そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

答
う
、
悉
く
三
密
を
具
す
べ
し
と
存
し
申
す
意
は
、
一
心
三
密
は
是
れ
顕
密
の
修
行
の
異
な
る
が
故
に
。
之
に
依
り
て
、
論
の
中
に

は
「
当
に
須
ら
く
具
さ
に
三
密
行
を
修
す
べ
し
」
と
文
り
。
此
等
の
説
に
依
り
て
定
ん
で
知
ん
ぬ
、三
密
を
具
す
と
云
う
事
を
（『
大

疏
第
一
愚
草
』
二
上
、
一
一
頁
左
）

つ
ま
り
、
頼
瑜
は
三
密
双
修
の
理
由
と
し
て
「
一
心
・
三
密
」
と
い
う
顕
密
の
修
行
の
異
な
り
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
一
心
・
三
密
」

に
つ
い
て
、

重
ね
て
難
じ
て
云
く
、
二
字
義
に
云
く
、「
顕
行
の
六
度
に
対
し
て
、
密
乗
は
理
観
に
依
り
て
成
仏
す
」
と
見
え
た
り
。
密
厳
院
の

釈
は
且
く
三
密
具
足
の
人
に
約
し
て
然
り
と
云
う
歟
。
然
ら
ば
、
如
何
。
答
う
、
二
字
義
の
文
は
、
顕
乗
三
祇
の
事
行
に
対
し
て
密

教
頓
入
の
理
観
を
明
か
す
。
三
密
を
以
て
心
性
の
不
生
を
観
ず
る
を
理
観
と
云
う
。
顕
家
の
一
心
の
理
に
は
同
な
ら
ざ
る
な
り（『
大

疏
第
一
愚
草
』
二
上
、
一
二
頁
右
）

と
、
密
教
の
理
観
と
は
三
密
を
も
っ
て
心
性
の
不
生
を
観
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
顕
教
の
よ
う
な
一
心
の
理
観
と
は
違
う
と
述
べ
る
。

し
か
し
、
三
密
双
修
を
主
張
す
る
頼
瑜
に
も
、
事
相
と
の
関
わ
り
を
述
べ
る
中
に
一
密
二
密
成
仏
を
認
め
る
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
の
で

確
認
し
て
お
く
。

或
が
云
く
、
唯
だ
真
言
を
誦
す
る
に
又
三
密
を
具
す
る
事
、
之
あ
り
。
事
相
の
大
事
な
り
、
更
に
問
え
。
私
に
云
く
、
或
る
経
に
云

く
、「
常
に
一
字
を
以
て
斉
し
く
三
業
を
運
ぶ
」
と
文
り
。
更
に
問
え
。
甚
深
甚
深
な
り
。
嘉
祥
の
法
華
玄
に
云
く
、「
口
業
に
三
業

を
具
す
。
動
舌
は
身
業
、
発
声
は
口
業
、
意
を
経
れ
ば
意
業
な
り
。
身
は
身
意
に
通
じ
、
意
は
唯
だ
意
業
な
り
」
と
文
り
。
此
の
釈

に
依
り
て
、
語
に
は
三
密
を
具
す
歟
（『
大
疏
第
一
愚
草
』
二
上
、
一
二
頁
左
）

八
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こ
の
記
述
を
み
れ
ば
、
頼
瑜
が
、
事
相
的
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
一
密
行
（
口
密
）
に
よ
っ
て
三
密
を
具
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
捉
え
て

い
る
様
子
が
窺
え
る
。

四
、
聖
憲
の
見
解

聖
憲
は
『
大
疏
第
三
重
』《
三
密
具
闕
》
に
お
い
て
、
一
密
二
密
成
仏
の
根
拠
と
し
て
機
根
の
相
違
を
挙
げ
る
。

答
う
、
元
よ
り
答
え
申
す
所
、
一
密
等
の
類
あ
る
べ
き
な
り
。
凡
そ
、
真
言
機
万
差
な
る
が
故
に
、
上
上
信
解
の
機
は
発
心
即
到
す
。

未
だ
必
ず
し
も
印
契
真
言
を
用
い
ず
。
下
下
劣
鈍
の
人
は
広
く
学
す
る
に
堪
え
ざ
れ
ば
、一
印
一
言
等
を
も
行
ず
べ
し
。
是
を
以
て
、

密
厳
先
徳
、即
身
成
仏
に
於
い
て
四
種
の
機
を
出
す
中
、第
四
に
「
随
於
一
密
至
功
行
」
と
文
り
。
一
密
成
仏
の
義
、異
論
な
き
者
か
。

但
し
、
難
勢
に
至
て
は
、
大
途
の
義
相
に
約
し
て
三
密
具
足
の
人
に
依
る
な
り
。
相
違
あ
る
べ
か
ら
ず
（『
大
正
』
七
九
、六
一
六
頁

上
中
）

真
言
機
に
は
万
差
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
様
々
な
機
根
の
真
言
行
者
が
存
在
す
る
と
い
う
。
聖
憲
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
大
途
は
三
密
双

修
の
機
根
で
あ
る
が
、
ご
く
一
部
に
は
発
心
即
到
（
修
行
不
要
）
の
機
や
一
密
二
密
の
機
も
い
る
。

　
　
　
　
　

1
上
上
信
解
機
＝
発
心
即
到
の
機

真
言
機
…
…
2
大
途　
　
　

＝
三
密
双
修
の
機

　
　
　
　
　

3
下
下
劣
鈍
機
＝
一
密
二
密
の
機

先
の
頼
瑜
は
、
三
密
双
修
の
根
拠
と
し
て
「
一
心
・
三
密
」
と
い
う
顕
密
の
修
行
の
異
な
り
を
挙
げ
て
い
た
。
そ
の
「
一
心
・
三
密
」

九



大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集

　
第
四
十
三
号

10

に
つ
い
て
、
聖
憲
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

問
う
、
爾
ら
ば
、
宗
家
の
「
若
し
三
が
中
の
一
を
闕
か
ば
」
の
釈
、
如
何
が
意
得
べ
し
や
。
答
う
、
古
義
に
云
く
、「
三
密
具
足
の

機
に
約
す
る
一
往
の
釈
な
り
」
と
云
々
。
此
の
義
、
其
の
謂
な
し
。
是
れ
、
三
平
等
の
義
を
釈
す
る
釈
な
り
（
中
略
）
私
の
一
義
に

云
く
、
彼
の
釈
は
全
く
修
行
の
時
の
三
密
の
具
不
具
の
義
に
は
向
か
わ
ざ
る
釈
な
り
。
三
密
を
以
て
平
等
処
と
名
づ
く
る
釈
な
り
。

三
密
を
平
等
と
云
う
事
は
等
し
く
実
際
に
到
る
故
な
り
、
為
言
。
此
れ
、
顕
密
対
弁
の
意
な
り
。
顕
家
は
三
業
の
中
、
意
業
は
法
の

根
源
に
到
る
心
実
際
を
以
て
諸
法
の
根
源
と
す
。
故
に
、
身
語
二
業
は
無
明
縁
起
の
法
に
し
て
、
始
め
て
現
相
頼
耶
の
位
に
起
こ
る

が
故
に
、
実
際
に
到
ら
ざ
る
法
な
り
。
今
の
教
は
色
心
実
相
の
旨
を
談
ず
る
が
故
に
、
三
密
斉
し
く
実
際
に
到
る
と
云
う
を
以
て
宗

の
規
模
と
す
る
な
り
。
未
だ
必
ず
し
も
三
密
具
さ
に
行
ぜ
ざ
れ
ば
、
仏
果
に
到
ら
ず
と
は
云
わ
ず
（『
大
正
』
七
九
、六
一
六
頁
下
～

六
一
七
頁
上
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
古
義
は
空
海
『
雑
問
答
』
の
「
若
し
三
が
中
の
一
を
闕
か
ば
即
ち
平
等
処
に
至
る
こ
と
能
わ
ず（

（1
（

」
の
文
を
も
っ
て
三
密

具
足
の
証
文
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
は
あ
く
ま
で
三
密
を
平
等
処
と
名
づ
け
る
た
め
の
文
で
あ
り
、
三
密
行
の
具
不
具
を
論
じ
た
文
で

は
な
い
。
つ
ま
り
、こ
の
文
は
顕
密
対
弁
を
主
張
す
る
た
め
の
文
で
あ
り
、三
密
を
具
さ
に
行
じ
な
け
れ
ば
仏
果
に
到
れ
な
い
、と
は
言
っ

て
な
い
。
こ
の
よ
う
に
聖
憲
は
、
一
心
・
三
密
の
相
違
と
は
顕
密
対
弁
を
主
張
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
三
密
具
不
具
の
論
点
と
は
別

問
題
で
あ
る
と
忠
告
し
て
い
る
。

そ
し
て
聖
憲
は
、
一
密
二
密
行
と
三
密
行
の
関
係
に
つ
い
て
、

問
う
、
設
い
爾
な
り
と
雖
も
、
三
密
を
具
し
て
仏
果
に
至
る
と
云
う
は
、
自
ら
一
密
二
密
の
成
仏
を
簡
う
に
非
ざ
る
か
。
答
う
、
設

い
一
密
二
密
の
行
者
も
、
三
業
を
具
せ
ざ
る
に
は
非
ず
。
或
は
互
具
の
義
、
或
は
無
相
三
密
あ
り
。
故
に
相
違
あ
る
べ
か
ら
ず
。
互

具
の
義
は
、
真
言
を
誦
ず
る
一
密
の
行
者
の
上
に
誦
ず
る
所
の
真
言
の
語
密
あ
り
。
舌
端
を
動
か
す
に
は
身
密
あ
り
。
肉
舌
は
身
根（

（1
（

な
る
が
故
に
。
真
言
を
念
ず
る
は
意
密
な
り
。
印
を
結
び
観
念
す
る
上
の
三
密
は
、
印
を
結
ぶ
の
意
は
意
密
と
し
、
息
風
を
語
密
と

す
と
云
々
。
息
風
に
は
阿
の
声
あ
り
、
是
を
以
て
誦
呪
と
す
。
意
密
の
誦
呪
は
前
に
准
ぜ
よ
。
観
念
に
住
す
る
時
、
必
ず
身
の
儀
あ

一
〇
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り
。
此
等
は
大
途
、
無
相
三
密
に
約
す
る
歟
。
所
詮
、
一
行
二
行
を
以
て
仏
果
を
成
ず
る
の
時
、
本
有
の
三
密
を
開
顕
せ
ば
、
三
平

等
処
に
到
る
と
云
う
べ
き
な
り
（『
大
正
』
七
九
、六
一
七
頁
上
）

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
聖
憲
に
よ
れ
ば
、
一
密
二
密
の
行
者
も
三
密
行
を
具
さ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
密
二
密

の
成
仏
に
は
「
互
具
の
義
」
や
「
無
相
三
密
」
と
い
う
意
が
含
ま
れ
て
い
る
。
互
具
の
義
と
は
一
密
に
は
必
ず
他
の
二
密
が
伴
っ
て
い
る

こ
と
を
指
し
、
無
相
三
密
と
は
修
行
の
軌
則
（
有
相
の
三
密
）
を
用
い
る
の
で
は
な
く
身
口
意
の
あ
ら
ゆ
る
所
作
が
三
密
行
そ
の
も
の
と

し
て
な
さ
れ
る
こ
と
を
い
う（

（1
（

。
こ
れ
を
聖
憲
は
、
一
密
二
密
行
で
も
成
仏
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
成
仏
す
る
と
き
に
は
本
有
の
三

密
が
開
顕
し
て
い
る
と
説
明
す
る
。

五
、
頼
瑜
・
聖
憲
に
お
け
る
「
三
密
具
闕
」
の
捉
え
方　
　

こ
こ
ま
で
、
頼
瑜
と
聖
憲
の
《
三
密
具
闕
》
に
関
す
る
言
及
を
み
て
き
た
。
両
者
の
立
場
を
も
う
一
度
確
認
す
る
と
、
頼
瑜
は
三
密
双

修
、
聖
憲
は
一
密
二
密
に
あ
る
。
つ
ま
り
、「
真
言
行
者
の
即
身
成
仏
」
に
対
し
、
頼
瑜
は
「
悉
く
三
密
を
具
す
」
と
答
え
る
の
に
対
し
、

聖
憲
は
「
一
密
等
の
類
あ
り
」
と
答
え
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
の
言
及
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
内
容
に
は
大
差
が
な
い
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
改
め
て
、《
三
密
具
闕
》
に
関
す
る
両
者
の
言
及
を
並
べ
て
み
る
。

一
一
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頼
瑜
（
三
密
双
修
）

或
が
云
く
、唯
だ
真
言
を
誦
す
る
に
又
三
密
を
具
す
る
事
、之
あ
り
。
事
相
の
大
事
な
り
、更
に
問
え
。
私
に
云
く
、或
る
経
に
云
く
、

「
常
に
一
字
を
以
て
斉
し
く
三
業
を
運
ぶ
」
と
文
り
。
更
に
問
え
。
甚
深
甚
深
な
り
。
嘉
祥
の
法
華
玄
に
云
く
、「
口
業
に
三
業
を

具
す
。
動
舌
は
身
業
、
発
声
は
口
業
、
意
を
経
れ
ば
意
業
な
り
。
身
は
身
意
に
通
じ
、
意
は
唯
だ
意
業
な
り
」
と
文
り
。
此
の
釈

に
依
り
て
、
語
に
は
三
密
を
具
す
歟（

（1
（

問
う
（
中
略
）
一
密
二
密
に
依
り
て
修
行
し
て
成
仏
す
る
類
な
し
や
（
中
略
）
答
う
、
必
ず
三
密
具
足
し
て
成
仏
す
べ
し
。
一
密

二
密
等
の
行
者
も
正
成
仏
の
刹
那
に
は
必
ず
三
密
を
具
す
な
り（

（1
（

→　

頼
瑜
は
、
事
相
的
な
面
か
ら
見
れ
ば
一
密
行
（
口
密
）
に
よ
っ
て
三
密
を
具
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
述
べ
、
一
密
二
密
の

行
者
が
い
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
。
但
し
、
一
密
二
密
の
行
者
も
正
成
仏
の
と
き
に
は
三
密
を
具
え
て
い
る
と
し
、
こ
れ
を

三
密
双
修
の
立
場
と
し
て
い
る
。

聖
憲
（
一
密
二
密
）

問
う
、
設
ひ
爾
な
り
と
雖
も
、
三
密
を
具
し
て
仏
果
に
至
る
と
云
う
は
、
自
ら
一
密
二
密
の
成
仏
を
簡
う
に
非
ざ
る
か
。
答
う
、

設
ひ
一
密
二
密
の
行
者
も
、
三
業
を
具
せ
ざ
る
に
は
非
ず
。
或
は
互
具
の
義
、
或
は
無
相
三
密
あ
り
。
故
に
相
違
あ
る
べ
か
ら
ず

（
中
略
）
所
詮
、
一
行
二
行
を
以
て
仏
果
を
成
ず
る
の
時
、
本
有
の
三
密
を
開
顕
せ
ば
、
三
平
等
処
に
到
る
と
云
う
べ
き
な
り（

（1
（

→　

聖
憲
は
、「
互
具
の
義
」
や
「
無
相
三
密
」
に
よ
っ
て
一
密
二
密
の
行
者
も
三
密
を
具
え
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
述

べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
正
成
仏
の
と
き
に
は
三
密
行
が
具
わ
る
が
、
有
相
の
三
密
行
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
こ

れ
を
一
密
二
密
の
立
場
と
し
て
い
る
。

一
二
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こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
言
及
を
並
べ
て
み
る
と
、
考
え
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
両
者
と
も
に
一
密
二
密
の

真
言
行
者
を
認
め
た
上
で
、
た
と
え
一
密
二
密
行
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
三
密
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

頼
瑜
も
聖
憲
も
「
正
成
仏
の
前
の
修
行
段
階
の
在
り
方
」
に
対
す
る
捉
え
方
は
同
じ
で
あ
り（

（1
（

、
両
者
と
も
一
密
二
密
の
修
行
に
よ
っ
て
成

仏
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
両
者
と
も
に
正
成
仏
の
時
に
は
三
密
が
具
わ
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
但
し
、
そ
の
「
三
密
が
具
わ
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
は
、「
互
具
の
義
」
や
「
無
相
三
密
」
を
含
め
た
「
三
密
具
」
で
あ
る
。

両
者
の
違
い
は
、
頼
瑜
は
正
成
仏
の
時
に
は
三
密
が
具
わ
っ
て
い
る
点
を
強
調
し
て
「
三
密
双
修
」
と
説
き
、
聖
憲
は
有
相
の
三
密
行

を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
点
を
強
調
し
て
「
一
密
二
密
」
と
説
い
た
こ
と
に
あ
る
。
要
す
る
に
、「
三
密
具
闕
」
と
い
う
言
葉
に
対
す

る
捉
え
方
の
違
い
か
ら
、こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
頼
瑜
は
「
三
密
具
闕
」
を
「
仏
果
に
到
る
ま
で
「
互
具
の
義
」
や
「
無

相
三
密
」
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
三
密
行
を
要
す
る
か
否
か
」
と
捉
え
、
聖
憲
は
「
仏
果
に
到
る
ま
で
有
相
の
三
密
行
を
要
す
る
か
否
か
」

と
捉
え
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
頼
瑜
は
「
互
具
の
義
」
や
「
無
相
三
密
」
を
も
「
三
密
具
」
と
捉
え
、
聖
憲
は
「
互
具
の
義
」

や
「
無
相
三
密
」
を
「
三
密
具
」
と
は
捉
え
な
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、中
世
期
の
真
言
学
僧
に
お
い
て
、「
一
密
二
密
」
を
主
張
し
た
の
は
聖
憲
（
聖
憲
を
引
き
継
ぐ
運
敞
）
の
み
で
あ
る
。

そ
こ
で
最
後
に
、
な
ぜ
聖
憲
は
「
一
密
二
密
」
を
主
張
し
た
の
か
考
え
て
み
た
い
。

六
、
な
ぜ
聖
憲
は
「
一
密
二
密
」
を
主
張
し
た
の
か

前
述
の
通
り
、
真
言
行
者
の
「
三
密
行
に
よ
る
即
身
成
仏
」
に
対
し
、
頼
瑜
も
聖
憲
も
同
じ
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。
で
は
な
ぜ
聖
憲
は

「
一
密
二
密
」
と
主
張
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
三
つ
の
考
察
を
挙
げ
て
み
た
い
。

一
三
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一
四

（
考
察
①
）
聖
憲
は
真
言
の
機
根
に
重
き
を
置
い
て
論
じ
、
頼
瑜
は
顕
密
の
相
違
に
重
き
を
置
い
て
論
ず
る
。

一
つ
め
の
考
察
と
し
て
、「
三
密
具
闕
」
を
論
じ
る
際
に
ど
こ
に
重
き
を
置
い
て
論
じ
た
の
か
が
挙
げ
ら
れ
る
。
頼
瑜
の
よ
う
に
、「
三

密
具
闕
」
を
「
仏
果
に
至
る
ま
で
「
互
具
の
義
」
や
「
無
相
三
密
」
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
三
密
行
を
要
す
る
か
否
か
」
と
捉
え
る
と
、「
発

心
即
到
の
機
」
や
「
無
相
三
密
の
機
」
も
「
三
密
具
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
聖
憲
は
、《
三
密
具
闕
》
の
中
で
、

不
具
の
義
は
凡
そ
真
言
機
に
二
類
あ
り
。
一
に
有
相
劣
慧
の
機
、
二
に
無
相
勝
慧
の
機
な
り
。
無
相
勝
慧
の
中
に
又
二
機
あ
り
。
一

に
発
心
即
到
機
、
自
心
是
仏
の
教
を
聞
い
て
一
念
の
深
信
を
生
ず
る
時
、
即
身
成
仏
す
る
が
故
に
、
修
行
を
須
い
ざ
れ
ば
、
三
密
具

不
具
の
沙
汰
に
は
及
ば
ず
。
二
に
修
行
を
須
う
る
の
機
、
挙
足
下
足
を
密
印
と
観
じ
、
開
口
発
声
を
真
言
と
思
い
、
意
の
念
ず
る
所

を
妙
三
摩
地
と
知
る
。
是
れ
無
相
の
三
密
を
修
行
す
と
云
う
べ
し
。
然
れ
ど
も
、
印
を
結
び
、
明
を
誦
ず
る
等
の
行
に
非
ざ
れ
ば
、

具
不
具
の
論
に
は
及
ば
ず
。
有
相
劣
慧
の
機
は
儀
軌
等
に
明
か
す
所
の
三
密
行
に
付
い
て
之
を
行
ず
る
な
り
。
此
の
有
相
の
機
に
約

す
れ
ば
、機
類
不
同
な
る
が
故
に
、行
者
の
所
楽
に
随
い
て
一
密
二
密
を
行
ず
る
機
も
あ
る
べ
き
な
り
（『
大
正
』
七
九
、六
一
六
頁
下
）

と
、
三
密
不
具
の
真
言
機
と
し
て
「
発
心
即
到
の
機
」
や
「
無
相
の
三
密
を
行
ず
る
機
」
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
機
類
は
、
印
を

結
ん
で
明
を
唱
え
る
と
い
っ
た
有
相
の
三
密
行
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
そ
も
そ
も
「
三
密
具
闕
」
と
い
う
議
論
の
対
象
に
は
な
ら

な
い
と
も
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
聖
憲
に
と
っ
て
「
三
密
具
闕
」
の
議
論
の
対
象
は
「
成
仏
ま
で
に
有
相
の
三
密
が
必
要
な
の
か
否

か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
た
と
え
「
互
具
の
義
」
や
「
無
相
三
密
」
に
よ
っ
て
正
成
仏
の
時
に
三
密
す
べ
て
が
具
わ
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
一
密
二
密
の
有
相
の
行
に
よ
っ
て
そ
こ
ま
で
達
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
一
密
二
密
の
立
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
頼
瑜
の
《
真
言
行
者
三
密
具
闕
》
で
は
、「
一
心
・
三
密
」
と
い
う
顕
密
の
相
違
を
述
べ
る
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
て
お
り
、

顕
教
と
の
違
い
を
強
調
す
る
た
め
に
真
言
の
「
三
密
具
」
な
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る（

（2
（

。
従
っ
て
、
聖
憲
の
よ
う
に
、
真
言
行
者
の
機
根
の

不
同
に
三
密
の
具
闕
を
配
当
す
る
よ
う
な
言
及
は
み
ら
れ
な
い
。

新
義
派
の
主
張
に
は
顕
密
対
弁
門
と
自
宗
細
論
門
と
い
う
二
つ
の
立
場
が
あ
る
が
、
頼
瑜
は
対
弁
門
に
即
し
て
顕
密
の
相
違
を
主
張
す

る
た
め
に
密
教
の
三
密
行
を
強
調
し
、
聖
憲
は
細
論
門
に
即
し
て
古
義
と
の
相
違
を
主
張
す
る
た
め
に
一
密
二
密
行
で
の
成
仏
を
強
調
し
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一
五

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
三
密
具
闕
」
の
議
論
の
中
で
、
頼
瑜
は
「
悉
く
三
密
を
具
す
べ
し
と
存
し
申
す
意
は
一
心
三
密
は
是
れ
顕
密
の

修
行
の
異
な
る
が
故
に（

（2
（

」
と
、
三
密
双
修
の
理
由
に
顕
密
の
相
違
を
挙
げ
て
い
る
。
一
方
の
聖
憲
は
、
顕
密
対
弁
に
即
す
る
一
心
・
三
密

の
議
論
に
つ
い
て
、「
未
だ
必
ず
し
も
三
密
具
さ
に
行
ぜ
ざ
れ
ば
仏
果
に
到
ら
ず
と
は
云
わ
ず（

（2
（

」
と
述
べ
、
一
心
・
三
密
の
議
論
は
三
密

双
修
の
根
拠
に
な
ら
な
い
と
断
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
聖
憲
の
生
き
た
時
代
は
、
頼
瑜
に
よ
っ
て
端
を
起
こ
し
た
新
義
教
学
を
、
教
団
の
中
に
、
あ
る
い
は
他
の
教
団
に
広
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
頼
瑜
の
時
代
に
は
明
確
に
新
古
の
対
立
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
頼
瑜
が

強
調
す
る
の
は
新
古
の
相
違
と
い
う
よ
り
も
、
自
性
身
上
の
加
持
身
説
と
い
う
新
た
な
教
主
義
の
提
唱
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
頼
瑜

か
ら
少
し
時
が
経
ち
、
新
義
教
学
が
浸
透
し
は
じ
め
た
聖
憲
の
時
代
は
、
活
発
に
教
学
を
論
じ
合
う
だ
け
で
は
な
く
、
整
っ
た
教
学
と
し

て
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
聖
憲
は
教
主
義
に
限
ら
ず
、
三
密
具
闕
に
つ
い
て
も
古
義
と
は
異
な
る
新
義
派
の

教
学
と
し
て
整
え
、
一
密
二
密
の
成
仏
を
強
調
し
た
の
で
は
な
い
か
。

対
弁
門
に
即
す
る
頼
瑜
の
主
張
は
、
顕
教
と
の
相
違
に
重
き
が
置
か
れ
る
た
め
、
古
義
派
の
主
張
と
大
差
は
な
い
。
こ
こ
で
、
古
義
派

の
見
解
に
つ
い
て
も
少
し
く
触
れ
る
と（

（2
（

、
道
範
は
『
大
疏
遍
明
鈔
』
の
中
で
三
密
双
修
の
立
場
を
示
し
、
そ
の
後
、

発
心
の
時
、
即
ち
無
相
の
三
密
の
行
を
具
し
て
即
ち
正
覚
を
成
ず
る
な
り
。
真
言
行
者
宿
前
の
間
は
具
さ
に
有
相
の
三
密
を
修
し
、

直
証
の
時
は
頓
に
無
相
の
三
密
を
具
す
る
な
り
（『
続
真
』
五
、一
二
四
頁
上
）

と
、
三
密
具
の
中
に
「
無
相
の
三
密
」
を
含
め
て
い
る
。
ま
た
、
杲
宝
は
『
杲
宝
私
抄
』《
三
密
具
不
具
事
》
の
中
で
、

其
の
功
用
を
論
ず
れ
ば
、
一
印
一
言
に
滅
罪
生
善
の
能
あ
り
と
雖
も
、
正
し
く
其
の
業
用
を
施
せ
ば
三
密
互
い
に
力
を
加
う
（
中
略
）

若
し
法
体
に
約
し
て
其
の
徳
を
歎
ず
る
時
は
、
一
印
一
言
無
辺
の
功
徳
を
具
す
と
説
く
。
若
し
功
を
施
す
辺
に
約
す
れ
ば
、
三
密
具

足
し
て
成
仏
す
と
之
を
説
く
（
中
略
）
喩
え
ば
三
蘆
束
の
一
に
余
の
二
を
持
し
、
余
の
二
も
又
各
々
余
の
二
を
持
す
。
一
に
二
を
摂

す
る
力
、
之
に
あ
り
と
雖
も
、
二
な
く
し
て
は
一
も
成
ぜ
ざ
る
が
如
し
（
中
略
）
一
法
加
う
れ
ば
余
法
之
を
持
す
。
余
法
加
う
れ
ば

一
法
之
を
持
す
。
彼
此
加
持
の
故
に
、
一
塵
法
界
な
り
。
又
、
彼
此
加
持
の
故
に
一
密
を
以
て
其
の
功
を
成
ぜ
ず
。
必
ず
三
密
具
足
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一
六

し
て
成
仏
す
る
な
り
（『
真
全
』
二
〇
、一
一
頁
上
～
一
二
頁
下
）

と
、
三
密
双
修
の
立
場
を
示
し
て
、
そ
の
中
に
「
互
具
の
義
」
を
含
め
て
い
る
。
従
っ
て
、
古
義
派
の
見
解
は
頼
瑜
の
三
密
双
修
の
立
場

と
異
な
ら
な
い
。

一
方
の
聖
憲
は
、
古
義
派
と
同
様
の
解
釈
を
す
る
頼
瑜
に
対
し
、
細
論
門
に
即
し
て
（
古
義
と
の
相
違
を
主
張
し
て
）
一
密
二
密
行
で

の
成
仏
を
強
調
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
考
察
②
）
聖
憲
は
覚
鑁
の
説
く
四
種
の
真
言
機
を
強
調
し
た
。

聖
憲
の
《
三
密
具
闕
》
で
は
、「
先
徳
の
釈
に
即
身
成
仏
の
行
異
に
於
い
て
四
種
を
出
す
中
に
、
第
三
は
二
密
の
行
、
第
四
は
一
密
の

行
を
挙
ぐ（

（2
（

」
と
、
覚
鑁
の
一
密
二
密
成
仏
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
頼
瑜
の
《
真
言
行
者
三
密
具
闕
》
で
は
、
覚
鑁
の
説

く
四
種
の
真
言
機
を
列
挙
せ
ず
、「
正
成
仏
の
時
に
は
三
密
相
応
す
る
」
こ
と
だ
け
が
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、
頼
瑜
の
『
即
身
義
顕
得
鈔
』

に
は
、
覚
鑁
の
説
く
四
種
の
真
言
機
の
列
挙
こ
そ
あ
る
が
、
そ
れ
も
一
密
二
密
の
成
仏
が
正
成
仏
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
挙

げ
た
も
の
で
あ
り
、
四
種
の
真
言
機
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い（

（2
（

。

従
っ
て
、
頼
瑜
は
正
成
仏
時
の
三
密
相
応
こ
そ
が
重
要
で
あ
り
一
密
二
密
の
成
仏
は
方
便
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
立
場
に
あ
り
、
聖
憲
は

一
密
二
密
で
も
成
仏
可
能
で
あ
り
一
密
二
密
で
成
仏
し
た
者
も
結
果
的
に
は
三
密
相
応
し
て
い
る
（
こ
れ
を
正
成
仏
と
す
る
）
と
い
う
立

場
で
あ
る
。

覚
鑁
は
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
の
中
で
、
は
じ
め
に
四
種
の
真
言
機
を
挙
げ
、
次
い
で
正
成
仏
時
の
三
密
相
応
す
る
こ
と
を
付
け
加

え
て
い
る（

（2
（

。
つ
ま
り
、
頼
瑜
は
覚
鑁
が
四
種
の
真
言
機
を
列
挙
し
た
後
に
わ
ざ
わ
ざ
正
成
仏
時
の
解
説
を
加
え
た
こ
と
を
重
要
視
し
、
聖

憲
は
覚
鑁
が
一
密
二
密
成
仏
と
い
う
新
た
な
真
言
機
を
打
ち
立
て
た
こ
と
を
重
要
視
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
信
恕
（
一
六
八
五
～
一
七
六
三
）
が
『
大
疏
第
三
重
見
聞
記
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
の
論
義
、
宗
家
は
三
密
成
仏
と
判
じ
、
先
徳
は
一
密
成
仏
と
釈
す
。
両
祖
の
判
釈
、
相
違
に
似
る
が
故
に
、
両
祖
の
釈
義
、
並
べ
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一
七

て
成
立
せ
ん
が
た
め
に
起
こ
る
論
議
な
り
。
然
る
に
、
愚
草
、
指
心
抄
中
等
に
は
三
密
成
仏
を
以
て
実
答
と
す
。
今
の
草
子
は
一
密

成
仏
を
以
て
実
答
と
す
る
こ
と
は
、
先
徳
の
一
密
成
仏
の
義
を
成
立
せ
ん
が
為
に
、
憲
師
、
新
た
に
難
答
を
替
え
た
ま
う
歟
。
古
義

の
草
子
、大
疏
愚
案
抄
上
は
三
密
成
仏
を
実
答
と
す
る
が
故
に
、新
義
加
持
門
の
相
承
は
一
密
二
密
を
以
て
実
答
と
す
る
歟
（『
豊
全
』

四
、一
三
三
頁
下
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宗
家
（
空
海
）
は
三
密
双
修
の
立
場
に
あ
る
が
、
聖
憲
は
「
先
徳
（
覚
鑁
）
の
一
密
成
仏
の
義
を
成
立
せ
ん
が
為
に
」

一
密
二
密
成
仏
の
立
場
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
三
密
成
仏
を
実
答
と
す
る
古
義
に
対
し
、
新
義
派
は
一
密
二
密
成
仏
を
相
承
し
て
い
る
。

『
大
疏
第
三
重
見
聞
記
』
は
信
恕
に
よ
る
『
大
疏
第
三
重
』
の
注
釈
書
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
信
恕
は
、
覚
鑁
が
新
た
に
打
ち
立
て
た
一

密
二
密
成
仏
の
機
根
を
聖
憲
は
重
要
視
し
て
い
た
と
解
説
し
て
い
る
。

智
山
派
を
視
点
と
し
た
考
察
か
ら
は
少
し
話
が
逸
れ
て
し
ま
う
が
、「
三
密
具
闕
」
に
関
す
る
豊
山
派
の
立
場
に
つ
い
て
一
言
附
し
て

お
く
。
榊
【
一
九
九
〇
】
に
よ
れ
ば
、
豊
山
の
論
義
は
玄
誉
の
古
板
『
大
疏
第
二
重
』
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
古
板
『
大
疏
第
二

重
』
は
三
密
双
修
の
立
場
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
信
恕
の
『
大
疏
第
三
重
見
聞
記
』
に
は
「
憲
公
、
此
の
深
旨
を
探
り
て
一
密
成
仏

を
実
答
と
す
（
中
略
）
憲
師
の
立
義
甚
だ
優
長
に
し
て
義
味
最
も
深
き
哉
」
と
あ
り
、
聖
憲
の
一
密
二
密
成
仏
を
賛
辞
す
る
様
子
が
窺
え

る
。
ま
た
「
新
義
加
持
門
の
相
承
は
一
密
二
密
を
以
て
実
答
と
す
る
歟
」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
も
、信
恕
は
一
密
二
密
成
仏
の
立
場
に
あ
っ

た
こ
と
が
窺
え
る
。
従
っ
て
、
玄
誉
と
信
恕
の
立
場
は
異
な
り
、
豊
山
派
が
一
概
に
三
密
双
修
の
立
場
に
あ
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
考
察
③
）
頼
宝
か
ら
の
影
響

頼
宝
（
一
二
七
九
～
一
三
三
〇
）
は
、
聖
憲
と
同
時
代
（
少
し
だ
け
前
）
の
学
僧
で
あ
り
、
杲
宝
・
賢
宝
と
並
ん
で
東
寺
三
宝
の
一
人

と
し
て
東
寺
教
学
を
大
成
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
。
北
川
【
二
〇
〇
九
】
の
中
で
、
頼
宝
が
「
現
代
に
も
通
じ
る
現
実
的
な（

（2
（

」
視
点
か
ら
こ

の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

若
し
三
密
具
足
し
て
即
身
成
仏
せ
ば
、
或
は
支
体
を
闕
し
、
或
は
言
語
を
失
す
る
者
の
白
浄
信
心
を
生
ず
と
雖
も
、
悉
地
を
成
ぜ
ざ
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る
か
。
若
し
爾
ら
ば
、小
乗
に
黄
門
二
形
の
者
を
簡
い
、法
相
に
無
性
闡
提
を
簡
う
、是
等
権
門
の
説
と
如
何
が
異
な
る
か
（『
続
真
』

二
二
、七
七
八
頁
下
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、身
体
的
問
題

0

0

0

0

0

と
し
て
三
密
双
修
が
叶
わ
な
い
人
に
対
す
る
言
及
で
あ
る
。《
三
密
具
闕
》
に
関
す
る
様
々

な
議
論
が
あ
る
中
で
も
、
頼
宝
の
こ
の
よ
う
な
視
点
は
あ
ま
り
類
を
み
な
い
。
頼
宝
自
身
は
こ
の
問
い
に
対
す
る
直
接
的
な
答
え
を
記
し

て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
い
を
踏
ま
え
、
聖
憲
は
現
実
的
に
三
密
双
修
が
不
可
能
な
人
の
た
め
に
、
彼
ら
の
即
身
成
仏
を
確
約
し
た

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
但
し
こ
の
考
察
③
に
つ
い
て
は
、
聖
憲
の
著
作
の
中
で
頼
宝
の
著
作
が
引
用
さ
れ
る
な
ど
、
聖
憲
が
実
際
に

頼
宝
の
記
述
を
目
に
し
て
い
た
と
い
う
証
拠
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
聖
憲
と
同
時
代
の
頼
宝
が
身
体
的

問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
、
聖
憲
が
頼
宝
の
記
述
を
目
に
し
て
い
た
か
否
か
は
別
と
し
て
も
、
三
密
具
闕
と
身
体
的
問
題

の
関
連
が
議
論
さ
れ
始
め
た
時
代
で
あ
っ
た
と
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
聖
憲
の
記
述
の
中
に
身
体
的
問
題
に
対
す
る
直
接
的
な
言
及
が
な
い
た
め
、
考
察
③
は
あ
く
ま
で
可
能
性
の
一
つ

と
し
て
提
示
し
た
ま
で
で
あ
る
。

七
、
ま
と
め

以
上
、
頼
瑜
と
聖
憲
の
言
及
を
中
心
に
、
新
義
（
智
山
）
教
学
に
お
け
る
《
三
密
具
闕
》
説
を
見
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
真
言
行
者
の

成
仏
ま
で
の
道
程
に
つ
い
て
、
両
者
は
同
じ
道
程
と
捉
え
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
頼
瑜
は
「
正
成
仏
時
の
三
密
双
修
」
を
強
調
し
、
聖

憲
は
「
有
相
の
一
密
二
密
行
で
も
成
仏
で
き
る
こ
と
」
を
強
調
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
運
敞
は
聖
憲
を
受
け
継
ぎ
、
一
密
二

密
の
立
場
を
保
っ
て
い
る
。

頼
瑜
・
聖
憲
・
運
敞
に
関
わ
ら
ず
、
真
言
学
僧
の
論
義
書
で
は
、
議
論
す
る
問
答
が
初
重
・
二
重
・
三
重
…
…
と
続
い
て
い
く
。
お
お

一
八
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よ
そ
の
場
合
、
初
重
、
あ
る
い
は
二
重
ま
で
の
間
に
、
論
者
（
答
者
）
の
立
場
を
表
す
文
言
が
示
さ
れ
る
。《
三
密
具
闕
》
で
も
、
二
重

の
問
答
ま
で
に
、
頼
瑜
は
「
三
密
双
修
」、
聖
憲
は
「
一
密
二
密
」
と
い
う
立
場
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
今
回
、
三
重
以
降
の
問
答
も

検
討
す
る
こ
と
で
、
答
者
の
示
し
た
立
場
こ
そ
違
う
も
の
の
、「
真
言
行
者
が
三
密
行
に
よ
っ
て
即
身
成
仏
す
る
」
と
い
う
そ
の
内
容
自

体
に
は
解
釈
に
相
違
の
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

先
行
研
究
に
お
い
て
、
頼
瑜
・
聖
憲
・
運
敞
の
間
に
は
、
論
義
の
算
題
に
つ
い
て
立
場
の
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る（
（2
（

。
し
か
し
、
そ
こ
で
い
う
立
場
の
相
違
と
は
、
答
者
の
解
答
と
し
て
示
さ
れ
た
立
場
の
相
違
（
主
に
初
重
・
二
重
ま
で
に
お
け
る
立
場

の
相
違
）
で
あ
り
、
そ
の
内
容
（
三
重
以
降
）
ま
で
充
分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
学
僧
そ
の
人
の
思
想
を
解
明
す
る
た
め

に
は
、
答
者
が
提
示
し
た
解
答
（
初
重
・
二
重
）
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
議
論
の
内
容
（
三
重
以
降
）
に
渡
っ
て
ま
で
論
者
の
意
図
を
捉

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

参
考
文
献
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【
二
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〇
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』）

・
勝
又
俊
教
【
一
九
九
二
】『
興
教
大
師
の
生
涯
と
思
想
』（
山
喜
房
）

・
北
川
真
寛
【
二
〇
〇
九
】「
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密
に
お
け
る
三
密
行
に
つ
い
て
―
―
論
義
と
そ
の
背
景
と
し
て
の
浄
土
思
想
を
含
め
て
―
―
」（『
日

本
仏
教
綜
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研
究
』
七
）

・
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【
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七
〇
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具
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二
）
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論
議
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典
【
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〇
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」（『
現
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教
』
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八
）
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榊
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孝
【
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九
八
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】「『
大
疏
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草
』
と
『
大
疏
第
三
重
』
に
つ
い
て
」（『
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教
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研
究
』
三
五
（
二
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榊
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」
考
」（『
豊
山
学
報
』
三
八
）

・
鈴
木
雄
太
【
二
〇
一
七
】「
聖
憲
の
華
厳
解
釈
～
事
・
理
と
い
う
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か
ら
～
」（『
密
教
学
研
究
』
四
九
）

・
苫
米
地
誠
一
【
二
〇
〇
八
】「
覚
鑁
の
機
根
観
」（『
平
安
期
真
言
密
教
の
研
究　

第
二
部
平
安
期
の
真
言
教
学
と
密
教
浄
土
教
』、
ノ

ン
ブ
ル
社
）

・
那
須
政
隆
【
一
九
三
六
】『
五
輪
九
字
秘
釈
の
研
究
』（
鹿
野
苑
）

・
林
田
光
禅
【
一
九
一
五
】「
三
密
具
闕
論
の
変
遷
」（『
智
山
学
報
』
二
）

・
平
川
彰
【
二
〇
〇
四
】「
覚
鑁
に
お
け
る
一
密
成
仏
の
意
義
」（『
興
教
大
師
覚
鑁
研
究
』）

・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
フ
ェ
ー
レ
【
一
九
九
八
】『
即
身
成
仏
へ
の
情
熱　

覚
鑁
上
人
伝
』（
ノ
ン
ブ
ル
社
）

・
元
山
公
寿
【
二
〇
〇
七
】「
運
敞
の
教
学
的
立
場
に
つ
い
て
―
―
聖
憲
と
の
比
較
を
通
し
て
―
―
」（『
新
義
真
言
教
学
の
研
究
』）

・
元
山
公
寿
【
二
〇
〇
八
】「
智
山
教
学
と
は
何
か
―
―
闡
提
定
性
の
論
義
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
現
代
密
教
』
一
七
）

註
（1）
元
山
【
二
〇
〇
八
】
で
は
、「「
○
○
教
学
」
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
何
か
確
立
さ
れ
固
定
化
さ
れ
た
教
学
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
を
指
摘
す
る
。
例
え
ば
、
頼
瑜
の
教
学
を
そ
の
ま
ま
新
義
教
学
と
言
う
こ
と
は
で
き
ず
、
運
敞
の
教
学
を
そ
の
ま
ま
智
山
教
学

と
は
言
え
な
い
。「
○
○
教
学
」
と
い
っ
た
と
き
、
そ
れ
は
そ
の
系
譜
に
属
す
る
学
僧
の
思
想
や
解
釈
の
集
積
の
総
称
に
過
ぎ
な
い

（
一
一
七
頁
取
意
）」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（2）
論
義
の
算
題
に
は
《　
　

》
を
附
す
。

（3）
運
敞
の
『
大
疏
啓
蒙
』
を
み
る
と
、《
三
密
具
闕
》
に
つ
い
て
は
聖
憲
の
『
大
疏
第
三
重
』
と
大
き
な
相
違
が
な
い
た
め
、
運
敞
の

言
及
に
は
と
り
わ
け
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

（4）
北
川
【
二
〇
〇
九
】、
榊
【
一
九
九
五
】、
林
田
【
一
九
一
五
】
等
参
照
。

二
〇
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（5）
古
義
で
は
《
三
密
具
不
具
》《
三
密
双
修
》
と
称
す
る
。

（6）
『
大
正
』
三
九
、五
七
九
頁
中

（7）
そ
の
動
機
の
一
つ
に
、
当
時
流
行
し
つ
つ
あ
っ
た
浄
土
教
へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
大
塚
【
二
〇
〇
四
】
参
照
。

（8）
覚
鑁
は
、「
即
身
成
仏
行
異
門
」
に
お
け
る
四
種
の
機
根
の
分
類
以
外
に
も
様
々
な
機
根
観
を
述
べ
る
。
例
え
ば
、「
所
化
機
人
差
別

門
」
で
は
、
現
身
往
生
の
機
（
大
機
利
根
・
大
機
鈍
根
・
小
機
利
根
・
小
機
鈍
根
）
と
順
次
往
生
の
機
の
五
種
を
挙
げ
る
。
ま
た
『
二

教
論
』
談
義
の
『
打
聞
集
』
で
は
、
頓
・
漸
・
超
の
三
種
の
機
根
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。　

（9）
こ
の
「
正
成
仏
時
」
を
ど
の
よ
う
に
読
む
の
か
」
と
い
う
点
も
議
論
の
的
と
な
る
。
そ
れ
は
、「
正
成
仏
」
の
「
正
」
を
「
た
だ
し
い
・

た
だ
し
く
」
と
読
む
か
、「
ま
さ
に
・
ま
さ
し
く
」
と
読
む
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
榊
【
一
九
九
五
】
は
「
ま
さ
に
・
ま
さ
し
く
」

と
読
み
、「
時
」
に
掛
け
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
大
疏
第
三
重
』
で
は
、「
詮
す
る
所
、
正
の
字
に
将
の
義
あ
る
か
。
字
鈔
を

見
る
べ
し
。
設
い
爾
ら
ざ
れ
ば
、点
を
読
む
べ
し
（『
大
正
』
七
九
、六
一
七
頁
中
）」
と
、「
ま
さ
に
」
と
読
め
る
こ
と
を
紹
介
し
、『
大

疏
啓
蒙
』で
は
、「
一
刹
那
の
前
に
正
成
仏
の
前
刹
那
の
意
あ
り
。
故
に
、義
を
以
て「
将
」の
字
に
同
じ
て
之
を
読
む
に
妨
げ
な
し（『
智

全
』
一
、九
〇
頁
上
）」
と
、「
ま
さ
に
」
と
読
ん
で
問
題
な
い
旨
を
示
し
て
い
る
。

（10）
覚
鑁
の
一
密
二
密
成
仏
説
に
つ
い
て
は
、近
年
の
研
究
に
お
い
て
も
種
々
の
見
解
が
み
ら
れ
る
。大
塚【
二
〇
〇
四
】・
榊【
一
九
九
五
】・

勝
又
【
一
九
九
二
】
は
方
便
と
捉
え
、北
川
【
二
〇
〇
九
】
は
「
方
便
と
み
る
見
解
も
成
り
立
つ
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
【
一
九
九
八
】・
那
須
【
一
九
三
六
】
は
一
密
二
密
で
も
成
仏
可
能
と
捉
え
、
平
川
【
二
〇
〇
四
】
は
一
密
成
仏
の

重
点
は
称
名
念
仏
に
よ
る
浄
土
往
生
に
あ
る
と
述
べ
る
。

（11）
榊
【
一
九
九
五
】、
五
三
頁
参
照
。

（12）
『
大
疏
第
二
重
』
の
作
者
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
榊
【
一
九
九
〇
】
に
よ
っ
て
、
古
板
は
玄
誉
・

新
版
は
運
敞
の
作
で
あ
る
こ
と
が
断
定
さ
れ
、本
稿
も
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、「
豊
山
に
於
い
て
は
、能
化
に
依
っ
て
は
、

語
句
の
訂
正
を
行
い
な
が
ら
、
古
板
を
基
本
と
し
て
、
論
義
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
中
略
）
智
山
に
お
い
て
は
、
運
敞
が
新

二
一
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版
を
著
す
と
そ
れ
を
基
本
と
し
て
、
論
義
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」
と
示
さ
れ
る
。

（13）
『
弘
全
』
四
、一
六
八
頁

（14）
『
大
正
』
の
「
身
根
」
は
「
身
振
」
の
誤
り
か
。

（15）
無
相
三
密
に
つ
い
て
《
発
心
即
到
》
に
は
「
設
い
無
相
の
一
機
あ
り
て
、
皆
成
密
印
の
道
理
を
信
ず
る
が
故
に
、
供
養
の
軌
則
を
用

い
ざ
る
も
、
し
ば
し
ば
此
の
観
心
に
安
住
せ
ば
、
即
ち
是
れ
無
相
三
密
の
修
行
な
り
」（
大
正
七
九
、六
三
五
頁
上
）
と
あ
る
。
ま
た
、

『
密
教
大
辞
典
』
に
は
「
一
切
の
身
の
所
作
を
身
密
と
し
、
一
切
の
音
声
を
語
密
と
し
、
一
切
の
思
念
を
意
密
と
す
る
。『
大
日
経
疏
』

の
「
挙
レ
手
動
レ
足
皆
成
二
密
印
一

（
身
密
）

開
レ
口
発
レ
声
悉
是
真
言
（
語
密
）

起
レ
心
動
レ
念
咸
成
二
妙
観
一

（
意
密
）」

と
説
け
る
も
の
こ
れ
な
り
」

（
二
一
三
八
頁
）
と
説
明
さ
れ
る
。

（16）
『
大
疏
第
一
愚
草
』
二
上
、
一
二
頁
左

（17）
『
菩
提
心
論
初
心
鈔
』(

『
日
蔵
』
四
八
、一
二
八
頁
上)

（18）
『
大
正
』
七
九
、六
一
七
頁
上

（19）
但
し
、「
正
成
仏
時
の
一
刹
那
」
の
捉
え
方
に
も
諸
説
あ
る
。
そ
れ
は
、
①
成
仏
す
る
直
前
の
一
刹
那
、
②
成
仏
す
る
そ
の
一
刹
那
、

③
成
仏
し
た
直
後
の
一
刹
那
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
聖
憲
『
大
疏
第
三
重
』
で
は
、「
況
や
又
、
正
成
仏
一
刹
那
と
は
仏
果
の

初
刹
那
か
。
何
ぞ
、
因
満
と
云
う
や
」
と
問
い
、「
正
成
仏
は
仏
果
を
指
す
と
云
う
事
、
常
に
は
釈
論
の
正
尽
已
尽
を
正
尽
を
因
満
、

已
尽
を
果
満
と
云
う
の
例
を
以
て
、
今
の
正
成
仏
を
因
満
と
意
得
る
か
。
此
の
義
不
審
な
り
。
彼
は
菩
薩
地
尽
の
文
な
り
て
正
尽
を

因
満
と
釈
す
。
彼
に
准
ぜ
ば
、成
仏
の
正
な
る
が
故
に
、仏
果
に
あ
る
べ
き
な
り
」
と
説
か
れ
る
（『
大
正
』
七
九
、六
一
六
頁
上
中
）。

な
お
、
こ
の
部
分
は
難
答
の
主
張
が
反
対
に
な
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。

（20）
信
恕
『
見
聞
記
』
の
中
に
も
、「
当
段
の
『
疏
』
の
釈
は
顕
密
対
弁
の
麁
論
な
る
が
故
に
、
三
密
双
修
の
義
を
明
か
す
な
り
。
細
論

す
る
時
は
一
密
二
密
の
行
者
あ
る
な
り
（『
豊
全
』
四
、一
四
三
頁
下
）」
と
説
か
れ
る
。

（21）
『
大
疏
第
一
愚
草
』
二
上
、
一
一
頁
左
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（22）
『
大
正
』
七
九
、六
一
七
頁
上

（23）
古
義
派
の
見
解
に
つ
い
て
は
北
川
【
二
〇
〇
九
】
に
詳
し
く
参
照
さ
れ
た
い
。

（24）
『
大
正
』
七
九
、六
一
七
頁
上

（25）
『
真
全
』
一
三
、四
七
頁
上
下

（26）
『
興
全
』
下
、
一
一
七
三
～
一
一
七
四
頁

（27）
北
川
【
二
〇
〇
九
】、
三
九
頁

（28）
元
山
【
二
〇
〇
七
】【
二
〇
〇
八
】
等
参
照
。


